
「魅力ある東北の建設設備業界に
するためのアンケート調査」

の結果報告

現状の把握と意識調査

（一社）東北空調衛生工事協会

2025年度 東北空調衛生工事業協会 経営環境調査分科会



目的
東北地域における建設設備業の魅力と課題の把握を行い、
将来の発展のための参考とする

【サブテーマ】
・建設設備業界のイメージ、魅力
・労働環境、人材確保
・技術、未来

アンケート対象（主に技術系社員 30代～40代を対象）
東北空調衛生工事業協会正会員 55社

（一社）東北空調衛生工事協会

回答企業 回答人数
53社 89人

※正会員の96.4％の回答
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（建設設備業のイメージ、魅力）
問1.建設設備業界にどのような魅力を感じていますか？（複数回答可）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問2.建設設備業界にどのような不満を感じていますか？（複数回答可）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問2.建設設備業界にどのような不満を感じていますか？（複数回答可）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問3.建設設備業界を友人、後輩、親族に勧められますか？（1つ選択）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問4.あなたの会社にどのような魅力を感じていますか？（複数回答可）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問4.あなたの会社にどのような魅力を感じていますか？（複数回答可）

（一社）東北空調衛生工事協会

7

単位：％

単位：人



問5.あなたの会社にどのような不満を感じていますか？（複数回答可)

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問5.あなたの会社にどのような不満を感じていますか？（複数回答可)

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問6.東北勤務の良さは何でしょうか？（複数回答可)

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



（一社）東北空調衛生工事協会
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（労働環境、人材確保）
問7.社員の有給休暇の取得状況はどれにあてはまりますか？（1つ選択）

単位：人



問8.社員の育児休暇の取得状況はどれにあてはまりますか？（1つ選択）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問9.年代別の人材不足の状況はどれにあてはまりますか？ (複数回答可）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問10.人材が確保されていないと思われる理由は何でしょうか？(複数選択可)

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問11.人材の確保として有効と思われるものは何でしょうか？（複数選択可）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問12.技術系（設計・研究・現場）社員における女性の比率を教えてください
（1つ選択）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問13.（東北の事業所において）外国人の技術者は従事していますか？
（1つ選択）

（一社）東北空調衛生工事協会

17

単位：人



問14.新入社員の採用で考慮していることは何でしょうか？（複数回答可）

（一社）東北空調衛生工事協会

18

単位：人



問15.新入社員の育成で気を付けていることをしていることは何でしょうか？
（複数回答可）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



（技術、未来）
問16.デジタル化・技術革新の推進（3つ選択）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問17.再生可能エネルギーの活用促進（複数回答可）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問18.スマート設備による効率的な運用管理（複数回答可）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



問19.魅力ある東北の建設設備業界にするため、特に何をするべきと思います
か？（３つ選択）

（一社）東北空調衛生工事協会
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単位：人



（一社）東北空調衛生工事協会
24

【まとめ】
• 建設設備業イメージ、魅力
（良い）多くの人たちと連携し、やりがいがあり、比較的良い収入が得られ、創意工夫が発揮できる仕事である。

会社内では上司・同僚に魅力的で明るい人が多い。教育の機会が充実していると感じている。
（悪い）人手不足で、高齢化、残業や休日出勤が多く、理不尽なことが多く、就労環境が悪く古臭い業界と感じている。

会社内では人手不足と高齢化を不満や不安に感じている人が多い。身近な人には、あまり勧められない。
（場所）東北地方の勤務については、人柄の良さや食べ物がおいしい、人が密集していないことに魅力を感じている人が多い。
・労働環境、人材確保
（有給・育休）有給休暇に関しては、84％の人が概ね取得できている、育児休暇に関しては、59％の人が概ね取得できている

との回答があり、休暇取得の状況は改善されていますが、まだまだ改善の余地があります。
（人材確保）年代別の人材不足については圧倒的に20～40代という中堅層の働き手不足を感じている人が多く、人材が確保され

ていない理由としては、新入社員・若手が定着しない、業界の認知度が低い、就労環境が悪い、働き方が旧態依然
であると思っているようです。対策としては、新入社員・若手の積極採用、PR活動、女性の活躍促進、人材派遣
会社による採用が有効と思っているようです。技術系社員の女性の割合は10％未満の会社が多く、また、外国籍の
技術者を採用している会社は12％に留まっていることから、活躍の場を作り出せることも考えられます。
新入社員の採用・育成に希望の配属先を考慮する等の新人に寄り添う配慮が伺える結果が出ています。

・技術、未来
（デジタル化ほか）現場管理におけるデジタル化は、徐々に進んでおり、職場にICTやAI等の新しい技術が導入され、環境の向上が

感じている。エネルギー問題への業界の意識は、浸透しつつあるが、実際の取組には課題や懸念点があるとし、スマート設備
の導入で業務の効率化を実感しているようである。



（一社）東北空調衛生工事協会
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【総括】
・魅力ある業界にするために
・収益構造の改革・利益率UP⇒各社、業界団体として労務及び物価上昇の説明。適正工期の要望。必要経費率UPに取組む。建設業の

賃金は他の産業に比べて低いと言われている。こうした情報は建設業が若者の選択肢から外され、
若手労働者の確保が難しくなる一因です。適正利益の確保は会社だけでなく、若手労働者の確保にも繋がります。

・就労環境の改善 ⇒人員適正配置、バックオフィスの導入、通常業務時間内に仕事を完了できるシステム作り。多くの現場では
人の手による作業管理が主流であり、ITの活用による効率化や事務作業のデジタル化を進めることで、
業務効率の更なる改善を目指す。業界として、各社の成功事例を集めて、ガイドライン的なものを作成する。

・理不尽の改善 ⇒設備工事の地位向上（ゼネコンと同等、専門工事業者としての立場確率）に取組む。建設業界は下請構造を
持っており、元請企業と下請企業の関係が複雑です。この構造は、責任や役割の不明確化や下請け企業の
利益減少といった労働環境の悪化につながる可能性があります。

・人手不足の改善 ⇒即効性のある取組は、現在見当たらないが、新入社員や若手社員の定着化、女性及び外国籍技術者の活用
                 の検討、ベテラン技術者の定年延長等、実行できるものから取り組むという姿勢が必要。学生への認知度を

上げるために、現在はほとんどない設備学科（機械設備）の設置を要望していく。
・デジタル化の改善 ⇒デジタル化やスマート設備導入に対し一定の実感を得ているようですが、多くの現場では人の手による作業管理が

主流であり、ITの活用によるコミュニケーションの効率化や事務作業のデジタル化を進めることで、業務効率の
更なる改善が見込める。

・広報活動 ⇒マスメディアを利用した業界のPR活動により社会的認知度アップを図る。イメージアップに繋がるよう小中学生を
対象とした教育支援活動。

上記のまとめ 今後100年後も人が関わり、永久不滅な仕事である。
  東北建設設備業界の発展のため、変革を恐れずに大きな１歩を踏み出しましょう！！



ご清聴ありがとうございました。

（一社）東北空調衛生工事協会
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